
日本小児科学会予防接種・感染症対策委員会の推奨 

・不活化インフルエンザ HAワクチン （正式名称: インフルエンザ HAワクチン） (inactivated influenza vaccine:

IIV) と経鼻弱毒生インフルエンザワクチン (live attenuated influenza vaccine: LAIV) の間にインフルエンザ罹患

予防効果に対する明確な優位性は確認されていません。 

①2歳〜19歳未満に対して、不活化インフルエンザ HAワクチンまたは経鼻弱毒生インフルエンザワクチンの

いずれかのワクチンを用いたインフルエンザ予防を同等に推奨しますが、特に喘息患者には不活化インフルエ

ンザ HAワクチンの使用を推奨します。経鼻弱毒生インフルエンザワクチンは飛沫又は接触によりワクチンウイ

ルスの水平伝播の可能性があるため、授乳婦、周囲に免疫不全患者がいる場合は不活化インフルエンザ HA

ワクチンの使用を推奨します。

②生後 6か月〜2歳未満、19歳以上、免疫不全患者、無脾症患者、妊婦、ミトコンドリア脳筋症患者、ゼラチ

ンアレルギーを有する患者、中枢神経系の解剖学的バリアー破綻がある患者に対しては不活化インフルエンザ

HAワクチンのみを推奨します。 

⚫ 安全性について
  主な副反応（国内） 
  10%以上： 鼻閉・鼻漏（59.2%）、咳嗽、口腔咽頭痛 

  1〜10%未満： 鼻咽頭炎、食欲減退、下痢、腹痛、発熱、活動性低下・疲労・無力症、筋肉痛、インフルエンザ* 

  1%未満: 発疹、鼻出血、胃腸炎、中耳炎 

 頻度不明: 顔面浮腫、蕁麻疹、ミトコンドリア脳筋症の症状悪化 

*接種後数日にインフルエンザ様症状を呈した場合に、病原体検査を行った場合にワクチン由来ウイルスが検出され、インフルエンザと診断される

可能性があります。 




